
生ごみリサイクル　方式別一覧表

発泡スチロール箱 密閉容器バケツ 家庭用生ごみ処理機 コンポスト容器 ミミズ箱
処理機１台 ミミズ箱１台
処理能力１.２～２.０キ
ログラム

ミミズ６００グラム

処
理
能
力

モ
ニ
タ 投入量 約６００グラム／日 ５００～６００グラム／ ６００～７００グラム／ ７００～８００グラム／ 約３００グラム／日

｜
野菜くず、生花、果物
の皮　など

野菜くず、果物の皮
など

平
肉、魚、食べ残しは避
ける

肉、魚、食べ残しは避
ける

均 夏　２か月 夏　１～２か月 夏　２か月
冬　３～４か月 冬　３～４か月 冬　３～４か月
できる堆肥量はスチ
ロール箱で５.４箱／年

できる堆肥量はガーデ
ンバッグで１.７袋／年

その他
３週間～１か月で、箱
が一杯になったら蓋を
する。

バケツは約２週間で一
杯になる。

４人家族ぐらいがちょう
どいい。

１日にミミズの重さの
約２分の１の生ごみを
処理できる。

バケツは台所やベラン
ダ

直射日光や雨が当た
らない軒下

庭など、土のある場所

ガーデンバッグはベラ
ンダや庭

電源が必要
(容器は１３０リットルで
直径約７０センチ)

バケツ２個とガーデン
バッグ１個で約１０,００
０円

本体５万円～∞
容器は８,５００～１２,０
００円程度

米ぬかや微生物資材
は約７,０００円／年

補充用チップ２,４００～
１７,０００円／年

米ぬかや微生物資材
は約７,０００円／年

最大消費電力６５～６
９０Ｗ

手間、経費がかから
ず、誰にでもできる。

あまり手間がかから
ず、誰にでもできる。

投入時に気をつけれ
ば、あとは手間がかか
らず分解される。

投入時の生ごみの水き
りと、投入後は適度に
かき回すこと以外、あ
まり手間がかからな
い。

ミミズふんや液肥は良
質な肥料になる。ま
た、ミミズのふんには
生ごみのにおいを取り
除く働きがある。

スペースをとらないの
で集合住宅にも適す
る。

置き場所を選ばず、ス
ペースをとらないので
集合住宅にも適する。

本体価格が高く、電気
代や補充用チップなど
の維持経費もかかる。

容器一つで堆肥化まで
完結する。

ミミズが食べやすいよ
うに、薄く切る、細かく
刻むなどの手間が少し
かかる。

堆肥が出来るまで時間
がかかるので気の長
い人向き。

生ごみの分解が早い
ので、堆肥が早くでき
る。また、液肥も使用で

堆肥にするには２次処
理が必要である。

生ごみの量が多い世
帯にも対応できる。

子どもの環境教育にも
役立つ。

基本は土のみで処理。
発酵促進のため米ぬ
かなども使用できる。

特徴

設置場所 軒下やベランダ
あまり直射日光や雨
が当たらない場所

経費

経費はかからない
（スーパーなどから不
用なスチロール箱、家
の不用な植木鉢の土
を使用）

ミミズ箱とミミズで約３
０,０００円維持経費は
なし

平均２.５人

種類
生ごみの種類を選ばな
い

野菜くず、果物の皮、
食べ残し　など

生ごみ、食べ残し、枯
葉、枯草など

堆肥になるま
での期間

分解終了まで、微生物
分解型で３週間～１か
月、消滅型は２日、乾
燥型は３～４時間

ミミズふんは使用開始
後、３か月ぐらいで取り
出せる。液肥はすぐに
使用できる。

モニター使用器材
みかん箱またはりんご
箱程度の大きさのもの
２箱

バケツ(１１リットル)２個
とガーデンバッグ(７０
リットル)１個

地上式(１３０リットル)ま
たは地中式(１７０リット
ル)いずれか１基

人数 平均３.２人 平均３.２人 平均４.０人 平均３.１人


